
 

第 １ 学年 ＊ 組        国 語 科 学 習 指 導 案 

令和 元 年    月    日（金）第   校時     １－＊教室  指導者  ＊＊ ＊＊  

育成する国

語の能力 

文章の展開を確かめ，内容や表現の仕方について評価したり，書き手の意図をとらえたりする

こと。 

単元名 羅生門を読み，作品の展開を確かめ，書き手の意図をとらえよう。 

 

単元目標 

 

 

○作品の言葉に注目し，情景や心情を読み取ろうとしている。 

                                 （関心・意欲・態度） 

○下人の論理や，情景や心情の推移など，文章の筋道を的確にとらえることができる。 

                                    （読む能力） 

○文や文章の組立て，語句の意味などを理解し，語彙を豊かにすることができる。 

（知識・理解）（〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕(１)のイの(イ)） 

 

単元の 

評価規準 

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解 

作品の言葉に注目し，情景や

心情を読み取ろうとしている。 

下人の論理や，情景や心情

の推移など，文章の筋道を的

確にとらえている。 

 

作品内の文や文章の組立て， 

語句の意味などを理解し，語彙

を豊かにしている。 

取り上げる 

 言語活動 

作品の展開を確かめ，内容や表現を理解するとともに，書き手の意図を考え，グループで交

流する。 

題材（教材） 羅生門 

授業改善の

視点 

 生徒が自分自身で作品を読み進められるように，内容を理解するためのワークシートを用い

て，作品を読解させる。そして，作品の最後の部分の改稿の問題を扱い，書き手がどのような

意図で作品を書いているのか考えさせる。どうして改稿されたかを考えることで，書き手の思

考をたどることができ，小説の内容を読み取る力を身につけさせることができる。 

 

単元 

（教材） 

について 

(1)教材観：本教材は，登場人物の心情や，情景の推移が細かく描写されているため，文章の展

開がとらえやすい。また，小説の最後の部分の改稿の問題を扱うことで，書き手の

意図をとらえることができる。難しい言葉も多いため，生徒の語彙を豊かにするこ

とも可能である。 

(2)生徒観：活動に積極的に取り組む生徒が多く，グループ活動も活発に行うことができる。小

説に関しては，本文を読み，内容を部分的に理解することができる。一方で，文章

全体の情景や心情の推移，筋道をとらえることに課題がある。小説の内容を表現に

着目して的確に読み取ることができない生徒が多い。 

(3)指導観：ワークシートを用いて，下人の心情の変化に注目させながら，作品の内容や展開を

とらえさせる。文章の筋道を的確にとらえた後，最後の部分の改稿の問題を考えさ

せ，交流をとおして書き手の意図をとらえさせる。 

指導計画 

（学習計画） 

（全８時間） 

主な学習活動 主な評価 

１ 作者について学習する。 

（１時間） 

 

２ 「羅生門」を読解する。    （６時間） 

 ・作品を４つの段落に分け，ワークシートを

用いながら段落ごとに内容を理解する。 

 ・下人の心情の変化に注目しながら，作品の

展開をとらえる。 

 

 

３ 作品の最後の部分が改稿されていること

について考える。        （本時） 

 

・作者に興味を持ち，作品を丁寧に読もうとし

ている。      （関心・意欲・態度） 

 

 

・下人の論理や，情景や心情の推移など，文章

の筋道を的確にとらえている。(読む能力) 

・作品内の文や文章の組立て，語句の意味など

を理解し，語彙を豊かにしている。    

              （知識・理解） 

 

・文章の展開を確かめ，書き手の意図をとらえ

ている。          （読む能力） 

 

 



本  時  案 （第８時） 

本時の目標 ○作品の展開を確かめ，書き手の意図をとらえている。            （読む能力） 

学習活動 指導上の配慮事項など 評価規準・評価方法など 

１【導入】３分 

(1)  本時の目標及び活動 

を確認する。 

 

 

○本時の目標と活動の流れを板書し，確認させ

る。 

 

 

 改稿された部分に注目し，書き手の意図をとらえよう。  

２【展開】37分 

(1)  前時までに学習した作

品の内容を復習する。 

 

 

(2)  作品の最後の部分の改

稿前後を読み比べる。 

 

(3)  作品の改稿前後でどの

ような表現効果の違いが

あるか，グループで考え

る。 

 

 

(4)  グループの意見を学級

全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３【まとめ】10分 

(1)  授業を振り返り，自己

評価を行う。 

  

 

○情景や登場人物の心情の推移に注目しなが

ら，作品の筋道をとらえさせる。 

 

 

○改稿前後を読み比べて，どのように変化して

いるのかとらえさせる。 

 

○改稿によって，読み手側にどのような変化が

あるか考えさせる。 

○グループ活動をする前に，まずは自分の意見

をまとめさせ，グループにしたときに全員が

意見を発言できるようにする。 

 

○他のグループの考えを聞き，様々な考え方に

触れ，自分の考えを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○授業を振り返り，150字程度で自己評価を書

くことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○作品の展開を確かめるとと

もに，書き手の意図をとら

えている。 

（読む能力） 

〈ワークシート〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【おおむね満足できる状

況を実現していない（Ｃ）

生徒への対応】 

・今までのワークシートを

振り返り，作品の展開を

再度確認させる。 
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『

羅

生

門

』

芥

川

龍

之

介

第

一

段

初

め

～

・

３

【

羅

生

門

の

下

】

161

①

こ

の

小

説

の

主

人

公

は

？

《

》

・

雨

や

み

を

待

っ

て

い

た

・・・

②

舞

台

と

な

る

場

所

は

ど

こ

？

《

》

・

平

安

京

の

正

門

→

荘

厳

な

作

り

・

→

・

→

・

日

没

後

は

誰

も

近

寄

ら

な

い

③

舞

台

と

な

っ

て

い

る

時

代

・

季

節

・

時

刻

は

？

・

時

代

…

・

季

節

…

・

時

刻

…

◇

雨

や

み

を

待

っ

て

い

た

=

行
き
所
が
な
く
て
途
方
に
く
れ
て
い
た

ゆ

四

、

五

日

前

に

暇

を

出

さ

れ

た(
)

都

の

「

」

の

小

さ

な

余

波

◇

明

日

の

暮

ら

し

を

ど

う

に

か

し

よ

う

手

段

を

選

ん

で

い

れ

ば

→

手

段

を

選

ば

な

い

と

す

れ

ば

→

「
所
々
丹
塗
り
の
剝
げ
た
大
き
な
円
柱
に
、
き
り
ぎ
り
す
が
一
匹
と
ま
っ
て
い
る
」(

・

４)

に

ぬ

は

156

・
季
節
を
表
す

(
)

・
人
気
の
な
い(

)

様
子
を
表
す

下
人
の(

)

を
暗
示
し
て
い
る

「
丹
塗
り
の
柱
に
と
ま
っ
て
い
た
き
り
ぎ
り
す
も
、
も
う
ど
こ
か
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
」(

・

)

160

10

・(
)

の

経

過

を

表

す

・

下
人
が
次
の
何
ら
か
の(

)

へ
移
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

る

下人の様子きりぎりすの効果



- 2 -

第

二

段

・

～

・

【

羅

生

門

楼

上

へ

出

る

は

し

ご

の

中

段

】

161

4

164

9

は

し

ご

を

二

、

三

段

上

る

(
)

の

よ

う

に

身

を

縮

め

て

上

の

様

子

を

う

か

が

っ

て

い

る

。

幅

広

い

は

し

ご

の

中

段

楼

の

上

は(
)

ば

か

り

だ

と

高

を

く

く

っ

て

い

た

。

誰

か

が

火

を

と

も

し

て

い

る

雨
の
夜
に
、
羅
生
門
の
上
で
火
を
と
も
し

て
い
る

そ
の
火
を
そ
こ
こ
こ
と
動
か
し
て
い

る

か

ら

に

は(
)

で

は

な

い

。

(
)

の
よ
う
に
足
音
を
盗
ん

で

一
番
上
の
段
ま
で
這
う
よ
う
に
上
り
つ
め

た
。

死

体

が

無

造

作

に

捨

て

て

あ

る

(

恐

る

恐

る

)

楼

の

内

を

の

ぞ

く

。

老

婆

を

見

て

死
が
い
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
人
間

あ

る

強

い

感

情
が

わ

い

て

き

た

。

、

、

、

、

、

、

・

＝

・・・・

「

頭

身

の

毛

も

太

る

」

一

つ

の

死

骸

の

顔

を

の

ぞ

き

込

む

(
)

が
少
し
ず
つ
消
え
て
い
っ

た

。

死

骸

の

髪

を

一

本

ず

つ

抜

き

始

め

る

老
婆
に
対
す
る
激
し
い(

)

あ

ら

ゆ

る(
)

に

対

す

る

反

感

(
)

心
が
勢
い
よ
く
燃
え
だ

し
た

。

自
分
が(

)

に
な
る
気
で
い
た
こ

と

な

ぞ

は

と

う

に

忘

れ

て

い

る

。

老 婆

◎

羅

生

門

の

楼

の

上

の

様

子

◎

一

人

の

男(
)

の

心

理



- 3 -

第

三

段

・

～

・

【

羅

生

門

の

楼

上

】

164

10

169

4

１

下

人

が

盗

人

に

な

る

勇

気

を

獲

得

す

る

ま

で

の

心

の

動

き

(

老
婆
が
死
体
か
ら
髪
の
毛
を
抜
く
姿
を
見
て)

老

婆

を

ね

じ

倒

す

と

そ

の

結

果

老

婆

を

問

い

詰

め

る

と

と

同

時

に

老

婆

の

言

い

訳

を(
)

と

聞

く

と

２

老

婆

を

動

物

に

た

と

え

て

い

る

部

分

を

本

文

中

か

ら

抜

き

出

し

て

み

よ

う

。

あ

ら

ゆ

る

悪

に

対

す

る

反

感

・

憎

悪

老

婆

の

生

死

を

支

配

→

(
)

の

心

を

冷

ま

す

安

ら

か

な(

と

)

老

婆

の

答

え

の

平

凡

さ

に(
)

前
の(

)

が
冷
や
や
か
な
侮
蔑
と
い
っ
し
ょ
に
心
の
中
に
入
っ
て
き
た

あ

る(
)

が

生

ま

れ

て

き

た

老

婆

を

捕

ら

え

た

と

き

の(
)

と

、

反

対

な

方

向

に

動

く(
)

(
)

に

な

る

勇

気

老
婆
は(
)

の
よ
う
で
あ
り
、

(
)

の
よ
う
な
腕
を
持
ち
、

(
)

の
よ
う
な
鋭
い
目
で
、(

)

の
鳴
く
よ
う
な
、

(
)

の
つ
ぶ
や
く
よ
う
な
声
を
出
す
。

こ

の

男

に

欠

け

て

い

た(
)

特
徴
＝
鳥
獣
の
類
の
比
喩
を
多
用

効
果
＝
老
婆
の(

)

や
、(

)

の
対
象
と
な
る
雰
囲
気
を

強
調



①

自
分
の
行
為
（
死
人
の
髪
の
毛
を
抜
く
こ
と
）
は(

こ
と)

と
認
め
て
い
る
。

し
か
し(

じ
ゃ
が)

②

こ
こ
の
死
人
た
ち
も(

こ
と)

を
し
て
き
た
。
こ
の
女
も
そ
う
だ
。
そ
う
し
な
け
れ
ば

(
)

を
し
た
の
だ
か
ら
し
か
た
の
な
い
こ
と
で
、
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。

③

だ
か
ら
、
自
分
も(

)

た
め
に
、
し
か
た
な
く
し
て
い
る
の
だ
か
ら

(

こ
と)
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
女
は
自
分
を
大
目
に
見
て
（
許

し
て
）
く
れ
る
だ
ろ
う
。

- 4 -

３

老

婆

の

言

い

訳

の

論

理

を

本

文

に

沿

っ

て

考

え

よ

う

。

４

下

人

が

盗

人

に

な

る

勇

気

を

得

た

理

由

５

「

に

き

び

」

の

描

写

に

つ

い

て

・
右
の
頰
に
で
き
た
、
大
き
な
に
き
び
を
気
に
し
な
が
ら
、

【
共
通
す
る
心
理
】

ぼ
ん
や
り
、
雨
の
降
る
の
を
眺
め
て
い
た
。(

・

)
(

)

た
め
に
は
盗
人

158

4

・
短
い
ひ
げ
の
中
に
、
赤
く
う
み
を
持
っ
た
に
き
び
の

に
な
る
し
か
と
思
い
な
が
ら
、

あ
る
頰
で
あ
る
。(

・

)

積
極
的
に(

)

す
る

161

6

・
右
の
手
で
は
、
赤
く
ほ
お
に
う
み
を
持
っ
た
大
き
な
に
き
び
を

勇
気
が
な
い
。

気
に
し
な
が
ら
聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
。(

・

)

168

2

・
不
意
に
右
の
手
を
に
き
び
か
ら
離
し
て
、(

・

)
(

)

に
な
る
勇
気

168

12

を
獲
得
。

的な

考 え 方

①

老
婆
の
論
理
を
確
認
す
る
。（
生
き
る
た
め
に
仕
方
が
な
く
す
る
「
悪
」
は
許
さ
れ
る
）

②

「
で
は
、
お
れ
が
引
剝
ぎ
を
し
よ
う
と
恨
む
ま
い
な
」

ひ
は

下
人
が
老
婆
を
許
す
→(

)

も(
)

を
許
す
。

★

下
人
は(

)

の
論
理
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
て
い
る
。

★

老
婆
は
、
自
分
の
論
理
に
よ
っ
て
、
加
害
者
か
ら(

）
に
な
る
。

★

下
人
は
、
老
婆
の
論
理
に
よ
っ
て
盗
人
に
な
る
決
意
を
す
る
。

象

徴

…

下

人

の(

や

)

意

味

…(

と

)

の

境

目

自
分
が
相
手
の
「
悪
」
を
許
せ
ば
、
相
手
も
自
分
の
「
悪
」
を
許
し
て
く
れ
る
。

矛
盾
→
死
ん
だ
女
が
許
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
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第

四

段

・

～

終

わ

り

【

羅

生

門

の

外

へ

】

169

5

＝

＝

オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド(

＝
終
わ
り
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い)

様
々
な
可
能
性
・
広
が
り

を

持

た

せ

る

老

婆

が

見

た

外

の

様

子

た

る

夜

の

世

界

「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。
」
と
い
う
終
わ
り
方
に
つ
い
て

下

人

の

そ

の

後

を

（

）

す

る

の

は

読

者

の

自

由

そ
の
後
、
下
人
は
ど
う
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
、
想
像
し
て
み
よ
う
。

下
人
の
人
物
像
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

下人のその後下人の人物像



あ
ら
す
じ
を
ま
と
め
よ
う 

  

あ
る
晩
秋
の
（ 

 
 

 
 

）
時
、
荒
廃
し
た
（ 

 
 

 
 

）
の
下
で
雨
や
み
を
待
つ
一
人
の
（ 

 
 

 
 

 

）

が
い
た
。
主
か
ら
（ 

 
 

 

）
を
出
さ
れ
、
明
日
の
暮
ら
し
も
立
た
な
い
下
人
は
、
生
き
る
た
め
に
は
（ 

 
 

 
 

）

に
な
る
ほ
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
肯
定
す
る
（ 

 
 

 
 

）
が
出
せ
ず
に
い
た
。
寝
場
所
を
求
め
て
門
を
上
ろ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
楼
上
で
死
骸
か
ら
髪
の
毛
を
抜
き
取
る
一
人
の
（ 

 
 

 
 

 

）
を
見
つ
け
る
。（ 

 
 

 

）

に
対
す
る
正
義
感
か
ら
老
婆
を
取
り
押
さ
え
た
下
人
は
、
老
婆
の
口
か
ら
、
生
き
る
た
め
の
悪
、
悪
に
対
す
る
（ 

 
 

）

は
許
さ
れ
る
と
い
う
弁
明
を
聞
き
、
あ
る
勇
気
が
生
ま
れ
る
。（ 

 
 

 
 

 

）
を
す
る
か
（ 

 
 

 
 

 

）
に

な
る
か
の
迷
い
が
消
え
た
下
人
は
、
（ 

 
 

 
 

）
の
衣
服
を
は
ぎ
取
る
と
、
夜
の
闇
へ
と
走
り
去
っ
た
。 

   

「
羅
生
門
」
の
最
後
の
部
分
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。 

     

改
稿
前
…
「
下
人
は
、
既
に
、
雨
を
冒
し
て
、
京
都
の
町
へ
強
盗
を
働
き
に
急
ぎ
つ
つ
あ
っ
た
。」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

↓ 

改
稿
後
…
「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。」（
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
方
） 

 

○
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
ま
と
め
よ
う
。 

     

○
改
稿
前
後
で
、
読
ん
だ
と
き
に
ど
の
よ
う
な
印
象
の
違
い
が
あ
る
か
ま
と
め
よ
う
。 

  

改
稿
と
は
… 

 

書
き
手
（
羅
生
門
の
場
合
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
が
、
原
稿
を
書
き
改
め
る
こ
と
。 

  

 
 

年 
 

組 
 

 

番 

名
前 
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